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杉 山 正 明
は じ め に
13・14世紀 のモ ンゴル世界帝国時代,モ ンゴル大 カア ンの命令 をジ ャノレリク
∫arliγ(M.おおせ,命 令 くT.yarliq.),その他 の皇后 ・諸王以下大臣 ・諸将 らの
命令 を ウゲUge(M..ことば)と いい,モ ンゴノレ治下 の諸地域や周辺諸 国に発 出 さ
れた.これ ら複数の命令者か ら不時に出されたモンゴル命令文は,遵守遂行す
べ ぎもの として絶大 の権威 を もった.な かで も,唯 一至上 の君主 である大 カア
(1)
ンの ∫arliγはそ の他 のあ らゆる命令 とは全 く別次元 の絶対命令 であった.モ
(1)ジ ョチ,チ ャガ タイ,フ レグの各 ウル スの君主 の命令 も正式 には蒙古語で 萱geと呼 ばれ たと
考え られ る.ペ ルシア語史書 には,フ レグ=ウ ルス君主 の命令 につ いてyarligとい う トル
コ語yarliqをそのまま使 った語が頻見 す る.しか し,これ はあ くまでフレグ5ウ ル ス国 内用
での場合で はなかろ うか.対 外国書では,そ の冒頭句で依然 嚢geと称 してい る.さ らに,こ
のペルシア語 のyarl澹の語 自体,ウ ル スの君主 の 「ことば」 そのものを意味 するというよ り
も,勅 許状 などの文書化 した ものを指すのではないか.し ば しば 目にす るyαr塘 ηα 鋤 π言4
の表現は字義 どお りの 「おおせ と印」 では実 際の意 味 をなさず,「 印璽を 押 印 した 勅諭状」
の ことだろ う.こ の形 に近い ッα漉9"¢ δ屍伽 如 の語句 はまさに蒙古語 の α」勘 πrα妬
Jr`γ「金 印つき勅諭 状」[1320年の フレグ=ウ ルス君主AbユSa`idBahadud}anの勅諭.
この命令文書の冒頭 もBμ5¢ッ昭6αγ伽rq伽 彦g6η㈱ μ 「(ア)ブサイ ド=バー トル 嵩カ ンな
るわれ らが ことば」であ る.cf.Pe11iot1936:37-44,pL29-31;Cleaves1953:1-107;
Ligeti1972b:258-263]に相当す るか らである.蒙 古語で書かれ た命令文書 の冒頭定型句 に
おいて,各 ウル スの君主が 自分の ことばを 」α漉 γと表現 する初 例は,今 のところジ ョチ冠ウ
ルス君 主の トク トガToγtoγa[脱脱]のパ イザ の刻文で ある[rlo3酬eev1897:150-151,Liget五
1972b:284-285].フレグ=ウ ル スで は 遂に 使用 されず,チ ャガ タイ=ウ ル スで も確実 な例
としては1369年に発令 されたイ リヤ ース=ホ ー ジャ1Zα3qoJαくlliyashvajaにまで降 って し
まう[Ligeti1972b:216-217].その際,問 題 となる9α π一π」αr砺一砂αr/B6r々8[orBβ9]
'θ7競r確8η伽 μ で始 まる ヒツジの年10月の末の8日 附 の トゥルフ ァン発現文書[Ligeti
1972b:212-213]は,従来のよ うにチ ャガ タイ=ウ ル ス文書 とす るのはむつか しく,お そ ら
く大元 ウル スの発令 と見 られ る.た だ し,賀 ∫魏 勘 π拠 伽 テr・々砂rで 始 まる同じ くトゥル
ファン発現文書[Ligeti1972b:208-209]の冒頭 の君 主を近年 チ ャガ タイ 鵠 ウル ス君主 イ
スン=テ ムル と解す る意見が有力視 されてい るが[Clark1975],依然大元 ウル ス皇帝 の泰定
帝 イス ン=テ ムル である 可能性は消えてい ない.各 ウル スの 君主が 自己の命 令 を 蒙古語で
jarliアとい うか ど うかは,そ の君主 が大 カアンの 権威を承認 してい るか どうか の指標 となノ
(1)
ヤ ソ
ンゴル支配層 の間 には創租 チ ンギス=カンCinggisqanのヤサ(M・Jasa(r)
〈T.yasa(q).札撒 ペノレシァ語史書 ではyasa(q).『元史』 では大法令 と訳
す)と 箴言(bilig)とが遵則 となったといわれるが,支 配諸国民をも包みこん
だ法体系を遂に整備することはなかったので,こ れらの折々に出される命令文
がモンゴル治下の諸地域における法規制の根源ともなった.
これらの ∫arliγや 廿geはまず口頭で蒙古語によって発せられ,普 通にはウ
イグル文字で書写されたのち,非 蒙古語の人間 ・地域を命令対象 とする場合に
は,し ばしば当該地域の言語 ・文字に訳 された.従 って,文 書化された命令文





いが,た だ しこの場合にはウイグノレ文字による添え書きが必要であった.さ ら
　
に,支 配層 まで もが急速にDレ コ語 化 した ジ ョチ=ウルスJo6i-ulusでは,時
(3)
代が降 る と当初か ら トル コ語 で文書発令 され る事例 も現 われ る.転 じて,元 代
中国・チベットでは元帝室の篤い帰依を受けて帝師・国師 と尊称されたチベット
(4)
高僧たちも命令者 となりえたが,彼 らの命令原文はチベット語で綴 られている.
＼ る.な お,ジ ョチ 冨 ウル ス で は,例 え ば トク タ ミシ ュToqtam矯 の1392/93年発 令 の ウイ グ
ル 文 字 トル コ語 文 書 冒頭 でTog吻 薦5δ2・伽 「トク タ ミシ ュな る わ が こと ば 」 と表 現 す る よ う
に な る[OBoπeHcK磁1850].sδ2は明 らか に蒙 古 語 囎6の 置 き換 え で あ る.13・14世 紀 以 後
も 中央 ア ジ ァ ・キ プ チ ャク草 原 ・イ ラ ンで は 長 くモ ンゴ ル 命 令 文 書 の 様 式 が 主 に トル コ語 で 保
存 ・踏 襲 され,君 主 はs6沈mOz～s6zimiz「われ ら が こ と ば」 と複 数 を 使 い,王 子 ・諸 王 以 下
の命 令 者 はs6z廿m～s6zim「 わ が こ とば 」 と単 数 を 使 っ て 区別 す る よ う に な る.
(2)r黒 　 事 略 』 徐 震 疏.「 漢 人 ・契 丹 ・女 真 諸 亡 国 に 行 す る者 は 祇 だ 漢 字 を 用 う.移 刺 楚 材 こ







(4)い わ ゆ る シ ャル ゥ文 書 乞aIudocuments[Tucci,丁伽 彦απPσ 醐6450ro〃∫,II,670-
706]のほ か,中 国本 土 に も あ る 。 例 え ば,山 東 長 清 の 巨 刹 霊 巌 寺 に 国 師 管 着 見威 藏D々oπ
7π訪ogrgッ副 槻5伽 が授 与 した寺 産 安 堵 状 の 碑.碑 の上 半 に チ ベ ッ ト語 原 文,下 半 に 直 訳 体
白話 風 漢文 対 訳 が 刻 され る.Chavannes1908:PL28,29[pl.29は シル ヴ ァ ン=レ ヴ ィ
SylvainL6viの転 写 。試 訳 の手 稿],王 尭1981:47-48,図2・3,常風 玄1984:511-5工8参照.
(2)
これ らの諸言語 に よる命令文 は,あ ま り多数 ではない文書現物 のほか,碑 刻
やその拓本,な い しは碑影 ・拓影 お よび各種石刻 書 ・地 志類 への移録や,さ ら
に各種 の諸語典 籍へ の直:接・間接の引用 など,様 々な形で伝え られてい る.ま
た,そ の内容 も,対 外国書や各モ ンゴル王家の書簡 な ど支配者間の政治文書を
は じめ,各 種 の布告 ・諭 旨 ・叙任 ・旅行証明 ・保護特許 ・免税免役 ・土地物産
寄進な ど多岐にわた る.と りわけ,宗 教関係者 とその庇護にかかわ る事例が頭
抜けて多い.文 書 ・碑刻な どの"も の"と しての命令文の保持 ・伝存がはか ら
れやすい場合 とそ うで ない場合 とい う物理条件 も見逃せない。
こ うした様 々な状態 ・言語 ・内容にわた るモ ンゴル期の命令文については,
それぞれが第一級の資料価値を もつ ことか らも,ほ ぼ19世紀 なかば頃 よ り,欧
米 ・ロシア=ソ連 ・ トノレコ ・イ ラン ・中国そ して 日本において モ ンゴノレ学 ・ト
ル コ学 ・イラ ン学 ・中国学の専門研究者がそれぞれの立場 ・関心か ら文献蒐集
・解読分析 を行 なって きて いる.い まか りに,使 用言語 ・文字 ・伝存状況に よ
って群別す る と,ほ ぼ次の よ うに なる.
1.ウ イグル文字蒙古語 の文書 ・碑刻 ・典籍
2.ウ イグノレ文字蒙 古語 とペル シア語 との対訳 合壁文書
3.ウ イグル文字蒙古語 とアラビア語 との対訳合壁文書
4.パ スパ文字蒙古語 の文書 ・碑刻
5.パスパ文字蒙古語 と直訳 体 白話風 漢文 との対訳 合壁碑刻
6.ウイ グル文字 トル コ語 の文書
7.ア ラビア文字 アラビア語 の文書 ・典籍
8.ア ラビア文字ペノレシア語 の文書 ・碑刻 ・典籍
9.チベ ッ ト語の文書 ・碑刻
10.チベ ット語 と直訳体 白話風漢文 との対訳合壁碑刻
11.蒙古語 直訳体 白話風漢文の碑刻 ・典籍
12.文語 ・吏憤漢文の碑刻 ・典籍 ・書簡
13.パスパ 文字文語漢 文の碑刻 ・典籍
(3)
14.ラテン語訳 の国書 ・書簡
1～5の 蒙古語 については,リ ゲテ ィLLigetiによる集成[Ligeti1972a,
1972b]が,11については票美彪に よる集成[票 録]が 出現 し,そ れぞれ大 き
な便宜 を与 えて くれ ている.ま た,近 年 わつかずつ ではあるが中国本土 ・チベ
ッ ト ・イ ラン ・ソ連 にお いて文書 ・碑刻 の新 出が報告 ・灰聞 され てい る.
さて,こ れまでの研究 を概 して言 えぱ,命 令文 に使用 され ている言語 ごとに,
また命令対象地 となった ロシア ・イラ ン ・東西 トル キスタ ン ・中国 な どの地域
ご とに,別 箇に行 なわれ てきた傾 向が色濃い.ま た,言 語 ・文献学処理が主体
で,歴 史分析に まで あま り立 ち入 らなか った傾 向 も否定 しがたい.翻 って,こ
れ らのモ ンゴノレ期命令文 はモ ンゴル帝国の政治 ・統治の実際 を直接に示す また
とない史料群 である.用 語 ・概念 ・体式 な どの諸点 にお いて,こ れ らの命令文
(5)
に は共通 した側面が ある.こ れ らの命令文 を網羅 して総合検討 し,そ こに共通
す る側面 を摘 出 しつつ個別差 ・地域差 ・時代差 を読み取 って ゆ くことは,そ れ
ぞれ の命令文 を正確に解析す る上 に も,ま たモ ンゴノレ帝国全体 を理解す る上か
らも,是 非 とも必要 である.し か し,一 個人 を もって これ ら諸語 によるすべ て
の命令文 に通暁 し,か つ それ らをペル シア語 ・漢文 を二大史料群 とす るモ ンゴ
ノレ時代の諸語 原典史料か らの歴史 ・言語 情報 と根本か ら照合 して ゆ くことは至
難 である.現 実には,前 掲 の群別 の一群,な い しは同種 の二 ・三群につい て,
他群の状況に 目を配 りつつ,確 実に悉皆検討 してゆ くのが現時点 で可能に して
有 効な態度であろ う.い つの 日かモ ンゴノレ時代命令 文を網羅 して総合検討 をす
る第一歩 と して,い まは まず語 義 ・内容を逐語 対証 しうる対訳形式で,従 来か
らの研 究蓄積 も少なか らずあ り,さ らに関連す る史料 も豊冨で内容 ・状 況 も把
握 しやすい前掲5の 蒙漢 合壁命令文 か ら基 礎検 討の牛歩を始 めたい.
1蒙 漢 合壁 命令文 をめ ぐる概 況
蒙漢合壁の命令文は現在まで13件について釈読が試みられている.いずれも
(5)rpHroPbeB,A』・:1978は各文字各語のモ ンゴル命令文を 通観 して文 書学分析を試みている
注 目す べき著作で ある.
(4)
パスパ字蒙古文 と直訳体白話風漢文 とによる完全対訳形式で,す べて元代の仏
寺 ・道観 ・神廟に授与された保護免税免役状を石に刻したものばか りである.
大元ウルス成立以前の時期については,蒙漢完全対訳のものは今のところ知 ら





るものの,蒙 漢対訳合壁となると碑刻ばか りとい う特徴がある.そ もそも立石
しているのが,い ずれもその教団の祖庭 ないしはその地方で屈指の拠点寺観 ・
杞廟ばか りで,ど こにでもある代物ではない点も注意を要する.つ まり,蒙漢
完全対訳形式の合壁命令文には,時期 ・文宇 ・内容 ・伝存状況に著 しい共通点




では,こ うした蒙漢完全対訳命令文碑はどんな点で有用であろ うか.ご く当
た り前のことまで含め,あ らためて整理すると次のようになろ う.
(1)蒙漢完全対訳資料 として.逐語完全対訳である有用 さはい うまでもない.
対訳資料にも各種あ り,前述の14世紀での一群の漢蒙対訳碑刻は漢文原文
に蒙古語をす り寄せたものである.そ の蒙古語は漢語原文に対 して必ず し
も厳密な意味での逐語訳とはなっていない,蒙 古語原文の ものでは,『 元
朝秘史』の漢字音写蒙古語本文 とその肇訳 とが巨大な蒙漢完全対訳資料で
はあるが,蒙 古語漢字音写,直 訳たる勇訳,節 ごとの簡訳とも明初の翰林
院にて,恐 らく 『華夷訳語』の編纂と深い係 りを もってなされたものであ




ェス ンゲYisttngge王紀功碑〉(いわゆ るチ ンギス=カン碑石)をは じめ と
す るウイグノレ文字 で表記 され た碑刻 ・文書 お よび若 干の典籍 とその断片[お
おむねLigeti1972bに集成 され てい る]の ほか,前 述(1)の合壁の もの,ラ
　
シ ー ド=ウッデ ィーンRagidal-Din『集 史』(珈 げ αZ-丁切 σr地をは じめ と
する同時代 のペル シア語史書 やMagaddimatal-Adabなどの辞書類に見
えるアラ ビクで表記 され た語旬 ・語 彙,『事林広記』所収 「至元訳語 」(な
い しは蒙古訳語)を は じめ元 曲等 に散見 す る漢字 で表記 され た語彙 な どが
ある.直 接 に,そ れ らの語義 ・訳語 の確定 に役立 つ.
(3)パスパ文字資料 として.至 元6年(1269)に クビライQubilaiの命で
パ スパ が創製 した方形 字ない しはパ スパ 字 と呼ばれ る文字については,現
存 する資料 を言語 で大別 する と,蒙 古語 命令 文をは じめ各種 の蒙古語 を表
(6)
記 した もの(僅 かなが ら トノレコ語 を表記 した例 もある),「上天 谷命,皇 帝
(7)
聖旨」の定型句で始まる雅文漢訳版の命令文をはじめ各種の漢語 ・漢字を
音写したもの,に 二分 される.パ スパ字は 「国字」として制定 されたとい




(4)元代漢語資料 として.直 訳体 白話風漢文で 書かれた 記録は,相当数が
碑刻の形で残る命令文[察 録がおおよそ集成]を はじめ,『元典章』「通
制条格』を筆頭 とする元代の政書や各種典籍において,純蒙古語直訳[国
師の法冒の場合はチベット語の直訳]・幾らか 吏腰化 したもの ・節略ない
し吏贋化が著 しいもの ・文語化 したものなど,様々な水準のものが広汎に
(6)ベ ル リン ・ トゥ ル フ ァ ン ・コ レ ク シ ョ ンの う ち,ト グ ル ク=テ ム ル と読 め そ う な人 物 か ら発
令 され て い るttge文 書[TDII203コ に押 印 され た 四 角 形 の朱 印.パ スパ 文 字 に よ る トル コ
語 でo・ronqud・luqbol-sunと三 行 に 刻 され る.cf.Ligeti1972b:227-228.Facs:
Haenisch,E.,MongolicaderBerlinerTurfan・SammlungII,29,n.B2.
こ こ
(7)「 上天巻命,皇 帝 聖旨」で始 ま り,「故藪詔示.想 宜知悉/故 に薮 に詔 もて 示す.想 うに宜
しく知悉 すべ し」 で終 わ.る聖 旨を 当時 の 「北方」 で 「漢見字聖旨」 とい った と,陶 宗儀r南 村
畷耕録』 巻20,「漢見字聖 旨」の項 に見え る.
(6)
(8)存
する.蒙古語原文 と逐語対証 しうる蒙漢合壁命令文は,言語資料 として
も,また文書分析の上からも,これら一切の検討の出発点にすべきもので




















される各種の歴史語彙は,モ ンゴル官制 ・法制 ・税制についてはもとより,
中国史に通有の社会 ・経済上の用語 ・概念を蒙漢両語で置換 ・説明する無
二の有用性をもつ.
(8)最 近,H・T・30rPaΦが数件 の直訳体漢文碑を 中心 に用語分析を試 みており[30rPaΦ1984コ,
十全 には ほど遠い もの の注 目され る.
(7)
要するに,言語 ・歴史 ・文書 ・年次のどの面からも最 も確実かつ重層 した実
例であり,他の各種文献群を検討する基礎 となるものであろ う.ただ し,今の
ところ知られている13件はすべて碑刻であって文書原物ではないこと,従 って
文書 としての書式 ・体例をはじめ必ず しも原文書そのままか どうかは確かでな
いこと,いいかえれば改字 ・改文 ・改行 ・誤刻 ・誤脱などが全 くありえないと












『元氏県続志』不分巻 ・乾隆23年(1758)刊『元氏縣志』8巻 末1巻 ・光緒元
年(1875)刊『元氏県志』14巻首1巻 末1巻 ・民国20-22年(1931-33)鉛印
『元氏県志』16篇の五種が知 られている.そ の最後に編纂された民国 『元氏県
志』「数」篇21葉と22葉の間に,元代に建てられた蒙漢合壁碑の拓本の 写真が
掲載され,か つ写真の上下に 「元碑」 「蒙文碑」 と横書ぎし,右左に 「現に開
化寺内に立つ」「此の碑の漢文 ・蒙文,書 法は均しく工整な り.民国五族共和,
がくもん
蒙文は極 めて重要に関わる.故に影 して篇に附 して以て文学を研究する者の考
証に備 う」と縦書添書する.20世紀に編纂された中国地方志の場合,例 えば 日
本留学帰 りの人を中核に農村改革の実験が推進された同じ河北省の定県地区の
(8)

















開化寺聖旨碑.碑 は高 さ七尺八寸,広 さ三尺四寸五分,上 蔵に蒙古字
を刻す,=二十四行.下 蔵に聖旨を刻す,二 十六行.行 ごとの字は等しから




の名.史 は窩潤台に作 る.完者篤は成宗の廟號.史 は完澤篤に作る.訳音
(9)彼 の名 の綴 りは,ル=コ ックAlbertvonLeCoqがトゥル ファンで入手 した有名な ウイ
グル文字蒙 古語木版 印刷 のrボ デ ィチ ャルヤーヴ ァターラBodhicaryavatara注釈 』Bo4δ・
3勘・¢5αル ααω爾αr伽 彦αッ泌 解 による.な お,こ の書 は,皇 慶元年壬子 にあた るネズ ミの
年,夏 の頭月 の初一 日(西 暦1312年5月7日)よりアユル バルワダの命で大都白塔寺で印刷の
のち頒布 され たもので あるが,そ の 中で アユルバ リワダを 「広大な国の80番目の大主」 αγ厩
配μ5一鰯 ηαッα4町αrッ8如ε知π と尊称 してい る.80は8の美称であ り,チ ンギス=カ ンよ り
歴代 の大 カアンを数 えている[Cleaves1954=54,85,120-122,n.309,n.312].
(9)
に軽重 ある も.惟 だ相 い近 ぎ者 を取 りてこれ を用 うのみ.一 定 の字 なきな
り.
げん
碑陰.前 に題名二行.両 列に分かつ.中 間に見知事お よび大衆等の題
名を為す.共 に八列.後 に街名ならびに年月,八行.一 列を為す.下 に商
税務 ・石匠等の題名を為す.両 列.額 に開化寺の三字を題す.並 びに正書.
延祐二年(1315)九月初九 日.
宣授奉議大夫 ・大司農承の蘇禎,宣 授武略将軍 ・金牌千戸の柳政 右
は第一列.古 燕の蒙古訳史の楊徳懸,陽 を書す.椀 陽の楊嘉会,書
す.在 城の趙顕,管 軍百戸 ・在城西街の李伯祐.右 は第二列.
僧名は録 さず.将 仕郎 ・大理金歯等処宣慰使司都元帥府都事の李友直,真
定路元氏県の典史の萢郁,司 吏の質克仁,王 守忠,劉 従政,斉 日新,進 義
副k・ 真定路元氏県尉の陳伯顔察児BayanUar,干居仁,劉 吉善,敦 武校
尉 ・真定路元氏県主簿の蔑燧,承 務郎 ・真定路元氏県ヂ ・兼管諸軍奥魯勧
農事の董天爵,忠 顕校尉 ・真定路元氏県達魯花赤 ・兼管本県諸軍奥魯勧農
事の牧民Mumin2,光教雄辮大師 ・提点講主の恵文,寺主の普宣等,立 石
す.延 祐二年九月初九 日 右は第一列.商 税務。提領の曽元正,
大使の李徳義,副 使の商汝属,横 典の李徳懇.順 徳等路の鉄冶提挙司提






この碑の立石にかかわ った元氏県の官吏 ・有力者,お よび開化寺の提点講主の
立場にある光教雄辮大師恵文 と寺主の普宣以下の僧衆 らの題名が列挙 されるこ
ジヤル リク
と,立石の時期は延祐二年九月初九 日,すなわち皇帝の聖旨が発令されてか ら
(10)牧民 とい う愉快 な名 は.漢 字音か らす ると,あ るいはイスラム信徒を意味す るアラ ビア語 の
mu'minに当てることができるか も しれ ない.た だ し,も しそうで あって も,こ のダルガ(チ)





ころはあまり明瞭でない.楊徳懇が 碑陽の蒙古文パスパ 字を 書丹(刻 字原稿
を朱書すること)し,楊 嘉会が漢訳版の字を書丹 した とも,あ るいは沈濤の按
語[省 略 した部分]に い うように,移 録文の字句どお りに受け取 って楊徳懸が
碑陽全体を書丹し,楊嘉会がのこる碑陰を書丹したとも考えられそ うである.
ただし,前者のように考えると,碑陰の筆写者が不明 となって しまうので,他
に決定材料がない現在,移 録文 どお りに考えるのが無難だろう.とはいえ,楊
徳慾は単に刻石のため原文書 を筆写 しなお しただ けなのか,それとも 「蒙古訳





官志に諸路総管府 ごとに訳史一人を置いた,と い うのは一体どうい う意味にな
るのだろ うか.や は り「蒙古訳史」とい うからには,パ スパ字を筆写するだけで
はなく,漢訳 したと考えるほ うが自然ではなかろ うか.陳 西部陽県の光国寺に
ある1318年パスパ字蒙古語 と直訳体漢訳の合壁命令文碑[票録:72。,75;Cha-
vannes1908:.P1.26]には末尾に 「郷士の白克中の訳・書丹,並びに額」とある.
この場合,白 克中は訳文の書丹をしたとも見えな くはないが,そ れではパスパ
字の書丹者は不明となってしま うので,やはり漢訳 とパスパ字・漢字の書丹およ
(11)
び額 もすべて白克中の手になるとするのが素直だろ う.この例 自体は,「郷士」
(11)訳者 の名 がわかる事例 は極 めて少 ない.管 見 の限 り,大 阪外 国語大学1こ蔵せ られる石 濱文庫
(故石濱純太郎 の旧蔵書)に 碑 陰のみの拓本があ り,そ の末行 に 「皇慶元年(1312)壬子十 月
□ 日,臣 張世凱等立石井題額 臣楊衡輻 繹 儒學教 論劉徳懸書丹」 と見える.こ の碑陰には河
南原武県 のダル ガである愛 忽都魯 ∠4殉蜘 吻 以下 の官吏 ・里 正 ・社長 ・人戸 まで含めた極め
て大量 の人名 が刻され る.そ の中に も楊衝編の名 が見 え,全 体 の第三 位に置 かれて 「將仕 郎原
武縣主簿楊衡幅」 とある.こ れによれ ば,県 の主簿 の楊衡幅がなん らかの訳 を した ことになる.
しか し,肝 腎の碑陽 がわか らない.パ スパ字蒙古語 聖旨碑 なのか,パ スパ字雅文漢文聖 旨碑/
(11)
でさえ翻訳 とパスパ字書写は可能であったと考えるべぎなのか,そ れとも白克
中 とい う人物が特別 なのかは,さ だか に しえない.し か し,少 な くと も中央 で
はなく地方でも漢訳を行 なえた事例には なるだろう.そこから類推 して も,
楊徳懇が本碑の正面上下両載の筆写だけでなく,漢訳文を作成 した可能性は否
定できない.な お,楊 徳懲に冠する 「古燕」は燕京,.すなわち大都地区を意味
する古称だろ う.ただ し,楊徳懲が当時大都地区に居住 していたことを意味す
る(す なわち楊徳愚は中央書記局の吏員であった,と 解する)のではおそらく
な く,古 燕を本貫の地 として 元氏県が所属する 真定路総管府に 一人いるべき
「蒙古訳史」に在職中であったと解するのが自然だろ う.アユルバ リバダの聖
＼なのか,ど ち らもありえ る.後 者な らば,「謬」 は翻訳 の意味で はな く,漢字へ の転字の こ
とにな って しま う.そ こで,乾 隆r原 武県志」 を見 ると,巻6,職 官,2葉 裏一3葉 表1こは,
「元 縣雰張世 凱 ・劉拝都」 の項に次のよ うに見える.
按ずるに,大 徳十一年(1307)七月,孔 子に加號 して大成至聖文宣王 と爲 し,天 下 に頒告
す.其 の詰命の詞,碑 に學宮 に勒す る者あ り.原 武縣サの張世凱,皇 慶元年壬子十月,石
を立て額 に題す.碑 陰に官街を具列す.從 仕郎 ・原武縣昇 ・兼管本縣諸軍奥魯(ア ウル ク
ロク
arrUr)勘農事 の張世凱 と構す.石 は猶 お未 だ渤(石 がさけること)さ ず,考 ず可 き也.皇
慶は大徳の後に在 り.落 志が張 を 商 の前 に 列す るは,誤 つ るに似 たり.今,改 正す.元
制,縣 ごとに並びに達魯花赤一員 ・ヂ幽一員を設 く.達 魯花赤は印を牧め,罪 は封署す.皇
慶年間(1312-1313)に忠勇校 尉 ・原武縣達 魯花赤 ・兼管本縣諸軍奥魯渤農事の愛忽都魯
ここ
あ り.碑 刻に見ゆ.奮 志は失載す.今 此 に記す.
石濱文庫の拓本が,こ こにい う碑刻 と同一で あることは,皇 慶元年壬子十月 とい う立石 の年月
やア イ=ク トル クと張世凱 との二人の肩書が拓本のそれ と全 く一致す ることか ら疑 いの余地 が
ない.石 濱文庫の拓本は,大 徳十一年(1307)に武 宗カイシ ャン Ωaiganが閻復 に起草せ し
め,そ の漢字音 をパスパ文 字で写 して 中国全土 に 頒布 した 《加封孔子制詔碑》 の碑陰 であ っ
た.こ の詔は曲阜孔子廟の大 成門前に現存す る漢字 とその音 を表わすパ スパ字 との逐字並記の
有 名な巨碑をは じめ,相 当数の碑刻が中国各地の孔子廟 に現存 し,ま た各種の石刻書 に臓大な
移録ない し著録があ る.そ れ らの あるものは漢字 ・パ スパ字 の並刻 ・合刻であ り,あ るものは
漢字のみ刻される.と ころが 羅常培 ・票美彪合編 『八思 巴字與元代漢語 〔資料彙編 〕』 には,
図版9に 「(原武)加 封孔子制(一)」 として,ま さ しくこの 碑 の正面 の拓影 が 掲載 されてい
る[羅 ・察1959].上半 はパ スパ字漢字音写,下 半は 「上天巻命」で始 まる閻復起草 の雅文聖
旨である.以 上 の ことか らすると,原 武県 の主簿の楊街幅は,パ スパ字を漢字に引 き戻す作業
を したか,あ るいはパスパ 字を刻石 用に 書写 したか,ど ちらか になる.碑 陰拓本 に 「儒學教
論 劉徳懸書丹」 とあ るのだか ら,引 き戻 し作業だけを した可能性の方が高いか もしれない.碑
陽拓影 では この碑 の題額はパスパ字で書 かれている.と ころが,碑 陰拓本では 「臣張世凱等立
石井 題額」と題額者は県弄であ る張世凱か,な い しは少な くとも楊衡幅 とは別人のよ うな書 き
方 がされている.楊 衙頑以外 でも,漢 字 とパ スパ字 の置 き換 えはで きたわ けである.「楊術煽
繹」 の意 味 す るところは,ま す ます ささやかな もの と な らざるをえな い.漢 字音写のパスパ
字 を原 漢字に戻 すだけな らば,例 えばr蒙 古字韻』程度の極めて簡便な手引さえあれば事足 り
る.蒙 古訳史が配属されていない原武県 では,主 簿である楊衡幅がパスパ字 ・漢字の置き換え
作業 を担当せ ざるをえなか ったのは うなづける.わ れわれは,不 慣 れな(?)楊衙幅が手引書を




さらに開化寺へ と交附 されたと推測 されるので,楊徳懸が真定で中央か ら降 さ
れてきた原文書を少な くとも目賭した可能性は十分ある.一方,揚 嘉会に冠す






ただし,二点について検:討を要する.ひ とつは,チ ンギス=カ ンの君主号をカ
ンqanとせずにqa.anと表記 している点である.周知の とお り,カガン～カ
アン～カーンqaγan～qa'an～qan,合牢 ・恰睾 ・合汗の帝号は,第二代のオ
ゴディOg6deiが自己の専称 として採用 したもので,お そらく往昔の鮮卑 ・
柔然 ・突厭の可汗 ・可寒,baqan号の復活といわれている.チ ンギス自身は
qanとのみ称 した.当 代の漢文文献でも成吉思汗 ・真吉思汗などであ り,ペノレ
　 　
シア語 史書で もGinkkiz也an～Ginkiz恵anと表記 され る.歴 代モ ンゴノレ皇帝
では,オ ゴデイの長子である 第三代の グユ クGttyttgの1246年ローマ教 皇イ
ンノケ ンティウス4世InnocentiusIV宛て国書において,そ の ウイ グノレ文
字蒙古語 の印文中でqan,そ の印文 にほぼ対応 する本文 冒頭 のアラ ビア文字 ト
ル コ語の箇処で 旗 η と表記 され る[Pelliot1923:15,16,22,pl.1,2].こ れ
は グユ ク自身がqanと 称 した動かぬ証左だが,す べての当代ペノレシア語 史書
で もグユ クについてはbanと のみ あって,決 してqa'an～qanとは表記 されな
い.グ ユ ク時代まではqaγan～qa'an・vqan一号はオ ゴデイの専称 であ った こと
になる.漢 訳 でオ ゴデイを合 攣皇帝 とす るのは合聖 がオゴデイのみを指す 固有
名詞に近い称号 だ ったか らである.と ころが,第 四代のモ ンヶM6ngkeからク
ビライQubilai以下 の元帝 はすべてqaγar1～qa'an～qan<Per.qa'an～qan
である.結 果 として,モ ンケがオゴデイの専称 を自分 に も使 い,さ らにクビラ
(13)
イがそれを 踏 襲 したため,ク ビライの 血脈 である 歴代 の 元帝 は皆qaγan～
qa'an～qan号を受け継い だ ことになる.ク ビライ時代 にな ると,在 世 中にその
皇 帝を本名で呼ぶ ことを避iけたので,ク ビライ以後 はqaγan～qa'an～qanと
いえぱ,在 位 中のモ ンゴノレ皇帝 を意 味 した.『 集史』以後 のペル シア 語史 書に
おい て,ク ビライ以降 の時期 に関 して,単 独 でqan～qa'anとあれば,実 際上
「元帝」 を意味 して しま うのはそのためである[杉山1987:28].少な くとも同
時代 の官撰記録 か ら判断 する限 り,創 祖 チ ンギス=カンはqanと のみ称 し,ま
たその ことにつ いて大元 ウルスDai-6nyekeInongolulusとフ レグ=ウルス
HUIeg茸ulusの官員には周知 ・徹底 していたはずで ある.合 壁 も含 め,パ ス
パ 字蒙古語命令文 で も,チ ンギス=カンはほ とん どの場合g醜 と表記 されてい
る.と ころが,管 見の限 り,こ の碑のほか阪西 郵県 の祖 庵鎮 にある全 真教 の祖
庭,蟄 屋大 重陽万寿 宮遺 趾碑林 に現存 する トラ年(延 祐 元年 甲寅1314)7月28
日附の アユルバル ワダの 保護免税免役状碑刻(蒙 漢 合 壁.後 掲の 一覧 表 の
1-5),ウシ年(至 元26年己丑1289)6月30日附 の甘粛浬州水泉寺宛 て クビラ
イの命令文 碑(パ スパ字蒙 古語 のみ.一 覧表 のII-2),ウサ ギの年(大 徳7年
癸 卯1303)3月29日附の河東延酢寺宛て ソセS6se大王令 旨碑(パ スパ字蒙古
語 のみ.一 覧 表のII-3)の合計4例 でチ ンギス=カンがqα'伽 と表記 されてい
る[以 上の ことについては察1986a:236-239をこも詳述 され ているが,筆 者 と.
少 し論 旨を異にするコ.しか し,蟄 屋万寿宮 碑をのぞ く両 碑 のパ スパ 字には,
全 体にわた って明 らかに拾頭 の誤 りや誤 刻が頻見 し,そ の表記は信頼 しに くい.
gα'αη とあるのも 軽率 な ミスで ある 疑 いが濃 い.本 碑のパ スパ 字 もまた,次
に述べ るよ うに文書体例上か ら 逸脱 す る 点がある.た だひ とつ 残 る蟄屋碑に
gα.碗と刻 されている理由は 今の ところただ ちに確定 しがたいが,こ れ らを
典拠 に元代 においてチ ンギ ス=カ ンの表記法がqa'anとqanの両様 あ りえた
とす るのは,お そ ら く拡大解 釈で あろ う.逆 にいえば,本 碑のパ スパ字刻文は,
注 意不 足の点を否定 しがたい.
も うひ とつの疑 問点は,命 令文 書 としての形態上 の問題,と くに拾頭 につい
(14)
てである.各 行の最上位に 〃Zφ漉¢磁師,露 聖SU,qa'an,jarligおよびチ
ンギス以下の歴代皇帝の名が列なるのは通常だが,それ らの"聖 なる語"と と
もに,普通の単語 も並んでいる.し かも,14行目のdeftriは最上位への改行
がされていない.こ の碑の蒙古語文面は,通例に従って"聖 なる語"を 最上位
に置 こうとする意志は認められるものの,厳格ではなく,加えて"聖 ならざる
語"が 最上位に位置 してしまうのを避げようとはしていないわけである.そ の






書どお りであるかどうか,大 いに疑わしい.刻 石のための原稿を書写 した楊徳
懸が,蒙 古訳史の職にいながら,"聖ならざる語"を 最上位に置いてしまうこ
との意味を知らなかったとは,少 し考えに くい。漢訳の方では非の打ちどころ
な く拾頭しながら,パ スパ字蒙古文では一転 して実におおらかであるのは,一
体なにを語 るのか.あ るいは,当 時たいていの人は漢訳しか見ず,蒙 古語原文
のパスパ字については,合 刻さえしてあればそれだけで十分に権威が感じられ,
逐一,克 明に見ることはなか?た(な いしは見れなかった)の かもしれない.






バ ノレガ ス ンCaqa'anbatagasun>Caγaranbalγasun「白 い 城 」 と 呼 ん で い る




ことか]の 町は ヒタ イの大 ぎな町 の一つで,モ ンゴル入 たちはそれ をチ ャガ ー
　 　 コ 　 　
ン=バ ル ガ ス ンGGAN-BLGSWN/Gα 解 η一balgasdin>Caran・pろatrasunと呼 ん
ソ
でい る」[GTTS,f,178a/29-f.178b/1.Boyle1971:165,n.16.1317年最写
といわれ る トプカプ=サライ図書館蔵写本 では,よ ほ ど強 くCを 指示 したい場
v[補 注]
合をのぞ き,通 常6の 音 もGが 表 わす.]と述べ られ,全 く一致 するか らである.
しか もよ く知 られている よ うに,マ ノレコ=ポーロMarcoPoloの旅行記に,琢
州か ら太原府への 途次 にある 大都市 をachbaluch,すなわち トル コ語 のAg-
baliq「白い城」 と呼 んでいる[Boyle1971:165,n.16;Pelliot1959:8-9.
ペ リオがい うよ うに,こ の一節 は ラムreジォRamusio本のみに現 われる。 な
お,こ の点について察1988:842-843にも言及].前 後関係か らこの大都市 は明
らかに真定であ る.こ の碑は,真 定が蒙古語 や トル コ語を話す人 々か ら 「白い
城」 と呼ばれていた ことを確定す るばか りで な く,ラ シー ド 『集史』 とマノレコ
=ポーロ旅行記 とい うモ ンゴノレ時代 のこ大文献 を裏 附ける.
この開化寺に授与 された保護免税免役状 の中で,開 化寺を代表 してその名が
挙げ られてい る二人 の うちの一人,通 濟英辮大師 ・講主 の堅吉祥 については,丁
紹基 『求是齋碑嚴』巻4,25a・bに全 く同 じ称号 ・肩書のままでその塔銘(塔は
仏僧の"墓"にあた る.塔銘 はその側面に通常は刻 され る)が著録 され ている.本
文は移録 されてい ないが,賀 宗儒 の撰に なるこの塔銘 には文宗至順元年(1330)
乙酉月 と刻 されてい る.死 没か ら立塔 までの時間を推測す ることはむつか しい.
とはいえ,開 化寺の よ うな大寺の代表者で あるか ら,死 後奈毘に付 されて のち
長い時間,塔 を立て ないままであ った とも考えに くい.お そ ら く至順元年 を潮
る こと1・2年 くらい前に堅吉祥は死去 していた と見て大過 ない だろ う.こ の
聖冒の降附・立石 ののち15年ちか い間,堅吉祥は開化寺の代表者で あった こ とに
るな.さ らに,『常山貞石志 』巻17,25a-29aに碑陽全文が移録 され るく大元真
定路 元氏県開化寺 重修 常住七間佛殿 記〉(前 述の賀宗儒 の撰.大 徳十年(1306)
丙午十ご 月乙巳の建碑)に は,モ ンゴル治下での重修の 中心人物 として 「寺僧
の都 綱の堅公 」が特筆 され ている.一 方,こ れ と一緒 に名の挙 がる 「賢公 ・譲公
(16)





も同様に,題名中に見える 「重修七間殿見住持 ・堂長都綱 ・襲五大部経沙門の
、 、




・講主の堅吉祥であるか どうかは大いに興味深い.とい うのは,元代は 「某吉、
祥」 とい う僧名が多 い.こ の当時,例 えば サ ンス クリッ トのRatnaSriがウイ
グル語お よびそれを通 して多 くの仏教語彙 を採 り入れた蒙古語でAratnagiri
とな り,漢 訳で は 「阿刺芯納失里」 と音訳 された り,ま たは 「宝吉祥」 と意訳
され るよ うな事例が しばしば目につ く.た だ し,元 代に応汎に見 える漢字一字
名 に附す 「吉祥」がすべてサ ンスク リッ ト・ウイグル ・蒙古各語 の 一6ri>一giri
とかかわ りが あるか どうか は今後 の 問題 ではあるが.も しこの 聖旨碑 の堅吉
祥がく七間殿記〉の福堅 と同一人物 ならば,同 様に聖 冒に指名 されてい るも う
、
一人の 「演法顕密大師 ・講主の詮吉祥」もく七間殿記〉碑陽題名中の 「寺主 ・
、
講主の恵詮」に同定 しうる可能性が俄然高 くなる.先 述 したように,『常山貞
、
石志』に引 くこの聖旨碑の碑陰題名に,寺 側の立石代表者として 「光教雄辮大
師 ・提点講主の恵文」の名が見えたが,こ の人物がく七間殿記〉碑陽題名中の
「官門講主の恵文」にあたることは間違いな く,この例からもこの碑とく七間










学蔵 の柳風堂 旧拓 の写真 を載せ る.本 稿 では,拙 論 をほぼ踏 襲 しなが ら,英 文
であったたあ十分 に引用 ・言 及で きなか っ.た碑 陰な どの情報 をあ らたに補 った.
また漢文面 については,イ リンチ ンYekemingγatuIrin6inにも移 録が あり
[亦郵真1982:174],ゾグラ フは翻訳 を試み てい る[30rpaΦ1984:105-107].
以下,すべ てのパ スパ字蒙古語 の翻字(transliteration)と転写(transcription)
にあた っては,Ligeti1972aの方法におおむね準拠す る.










































蒙 古 語 転 写 と 逐 語 訳
1mg血kade血ri-yinkμ6Un-dUr
とこ しえの 天 の カ において
2yekesujali-yin'ihe'enLdUr
大 いな る 威福 の輝 きの 加 護 において
3qa'anJarliqmanu
カア ンなる おおせ←われ らの
4.6eri'Ud-Unnoyad-da6erigharan-abalaqad
諸軍 の ノヤンた ち に 軍 人 たち に 諸城
一undaruqas-d耳noyad-dayor一
の ダルガ たち に ノヤ ンたち に 行 く
56iqunyabuqune16in-edu'Ulqaqu奥





チ ンギ ス カ ア ン の 「
ロロ
80k6de雲qa・an_u









カ ア ン の
11KUIUgqa'an-ubaJar王iq-durdoyiderke'Udsen一忌fh-udalibaalba




見 ないで 天 を 祈 り 祝福を
13edU'eberb6'esUuridan-u
今 も で あれ ば 先 の
与 え あれか し といわれた のであ った
14Jarliq-unyosu'aralibaalbaqub6iriO憩h了end6hri-yi了al正)ari∫u





与え あれか し と チ ャカー ン バ ラカス ンに 属する ところの 元 氏 県 に
bukunkay-hu-zXsUme
あるところの 開 化 寺 て ら
16-dUraqunTufi-ji'iかbentay-9i'gi血 一JUgen-gei-zihYen-huhen一　 　
において いるところの 通 濟 英 辮 大 師 講 主 堅 吉 祥 演 法 顕
の ソ コ　
m11ay一きi'g真血一JU£翼en一
密 大 師 講 主 詮
17gei-z雲血teri'廿tendoyid-dabarijuyabu'ayi
吉 祥を 頭 と もっ トインたちに つかんで 行 くところの
18ぎarliqδgbe雲eden-Usαmes-d嚢rgeyid-dUranud6inb耳






駅伝馬 あてが いもの な
tamqabU6gtUgeis廿me-de61eqariyatanqa了ar
タムガ税 な さしだす ように て ら に およそ 属す ると ころの 地
usunbaqtegirmedd6mke一
水 園林 ひ きうす 店 みせ
20bidqala'unusungiy-d6n-kuharan
温 水 解 典 庫 人 間
kedkedberbo1JubuliJuta一
誰 誰 で も な りと 奪い 引っ
adu'usunya'udkedianu
畜 類 どんな もの←彼 らの
21ta了ubUabtuqayikμ6UbUkUrget且ge真6de.basadoyid
ば って な 取 るよ うに カ な 及 ぼすよ うに これ らの また トインたちは
(20)
22jarliq唄tange,e∫{iyosu{1ge,廿nhiles廿ileda,esUalh,a
おおせ を もつ ものたち とい って ことわ り ないところの ことことを 行 なえば でないか
ayuqunmud




虎 年 夏 の あたまの 月 の10
tabun-aエay-du-dabUkUi-dOrbi～libe雲



























大 いなる威福 の輝 ぎの加護 の もとに
カアンなるわれ らがおおせ.
4諸 軍の ノヤ ンたちに,軍 人 たちに,
諸城 のダノレガたち ・ノヤ ンたちに,
エルチ





オル ジ ェイ ト=カア ンの
トイン
そ して クル ク=カアンのおおせにおいて,仏 僧 たち ・ネス トリウス教士
たち ・道士 たちは,す べ ての貢納 ・畜税 を
顧みず に,天 に祈 り祝福 をささげ るよ うに,と いわれた ので あった.
今であ って も,以 前の
おおせの ぎま りどお りに,す べての貢納 ・畜税 を顧みずに,天 に祈 り祝
福 を





18お おせをさずけた.こ れらの諸院,彼 らの住居に,使者たちは下馬 しな
いように.駅 伝馬 ・供応物は
19と らないように.地税 ・商税はさしださないように,て らにおよそ属す
バ　グ やどや
る土地 ・園林 ・ひ き うす ・店 ・みせ ・
し ち や
20浴 場 ・解典庫 ・人 聞 ・畜 類を,彼 らの どん なもので も,誰 が誰で あろ う
とも,奪 い引 った くった りして
21取 らない ように.力 は振 わない よ うに.ま た これ らの仏僧 た ちも,
22お おせ をもってい るものたち だとい って,無 理 なごとごとをす ると,そ
れ は恐 ろ しいそ.
23わ れ らがお おせ は,



























13聖 壽.慶 道有來.如 今依着在先
14聖 旨膣例裏.不 掠甚歴差嚢不着.告
15天 祝延
16聖 壽者.屡 道.属 眞定路的元氏縣裏有的開化寺裏住持
17通 濟英辮大師講主堅吉群 ・演法顯密大師講主
18詮 吉群爲頭児和筒毎根底.賓 把行的
19聖 旨與了也.這 的毎寺院裏.房 含裏.使 臣休安下者,鋪 馬 ・
20舐 窓.休 要者.地 挽 ・商視.休 與者.但 属寺家的水土 ・
21園 林 ・礁磨 ・店 ・鋪席 ・浴堂 ・解典庫 ・人口 ・頭疋.不
棟甚
22慶 他毎的有呵.不 操阿誰.休 祉捜奪要者.休 使氣
23力 者.更 這和尚毎.有
24聖 旨腰道.無 燈例勾當倣呵.不 伯那甚腰.
25聖 旨俺的.

























13聖 寿 を祝延せ しめよ,と い ったのであった.い ま以前 の
14聖 旨の体例 に依 って,い か なる差発 に も着 けず,
15天 に告 し,
16聖 寿を祝延 せ しめ よ,と い って,真 定路 に属 する元 氏県 にある開化寺 に
住持 する
17通 済英辮 大師 ・講主 の堅吉 祥,演 法 顕密大師 ・講 主の
たまわ もつ
18詮吉祥を頭とする和尚らに賓 り把て行 く
19聖 冒を与えた.こ れらの寺院に,房舎に,使 臣は安下するな.鋪 馬
もと
20祇 応は要 めるな.地 税 ・商税は与 えるな.お よそ寺家に属す る水
土 ・
ひきうす やどや みせ しちや
21園 林 ・磯磨 ・店 ・鋪席 ・浴堂 ・解典庫 ・人 口 ・頭疋 は,い か なる
ひつば と ちから
22彼 らの ものが あって も,誰で あって も,祉捜 って奪い要 るな.気 力
を
こ
23使 うな。更 に這 の和 尚 らは,
こ と す こわ
24聖 旨がある とい って,体 例 のない勾当を傲 れば,伯 くないだろ うか.
25俺 の聖 冒は,
26ト ラ年 の四月十五 日,大 都 にいる とぎに書 いた.
附.命 令 文 リ ス ト
1す でに釈読 が試 み られた蒙漢完全対訳命令 文碑13件
1.ネ ズ ミの年(至 元13年丙子,西暦1276)正月26日,龍門 禺王廟Mangγala




研 究:Lewicki,16-19;PoPPe,Mb纏 〃3θπ彦5,46-47,67-90;亦鄭 真
(YekemingγatuIrin乙in)1963/1983,359-381;Ligeti1972a,20-24.
漢 文:Chavannes,痂567ゼ餌 ・π51X,376-378;票 録23。,25;30rpaΦ,
91-93.
2.タ ツ の 年(至 元17年 庚 辰,西 暦1280…年 次 比 定 は 杉 山)11月 初5日,蟄
屋 重 陽 万 寿 宮Qubilai聖 旨(jarliγ)碑.大都 に て.(陳 西 省 周 屋 県)
拓 影:羅 ・察;Haenisch,5'餌θ79θrθo加5σ1πθ,Tafe13(た だ し厳 密 な




3.ウ シ の 年(至 元26乙 丑,西 暦1289;な い しは 至 元14年 丁 丑,西 暦1277)
正 月25日,交 城 県 石 壁 山 玄 中 寺Qubilai聖 冒(jarliγ)碑.大都 に て.(山 西
省 玄 中 寺)
拓 影:常 盤 大 定 ・関 野 貞 『支 那 文 化 史 蹟 』8(再 版 「中 国 文 化 史 蹟 』8,
1976),65;小沢,10-11の 間 に 挿 入;旺Franke,50,54.
研 究:小 沢,9-33;H.Franke,49-57;Ligeti1972a,34-37.
漢 文:小 沢,30-32;H.Franke,54-57.
4.ト ラ の 年(延 祐 元 年 甲 寅,西 暦1314)4月15日,真 定 路 元 氏 県 開 化 寺
Ayurbarwada聖 旨Garliγ)碑.大都 に て.(河 北 省 元 氏 県)
拓 影:民 国 『元 氏 県 志 」;Sugiyama1987,plate2;察1988,843.
研 究:Sugiyama1987,17-24;察1988,842-845.
漢 文:察 録63。,65;亦鄭 真1982,174;30rpaΦ,105-106・
5.ト ラ の 年(延 祐 元 年 甲 寅,西 暦1314)7月28日,蟄 屋 重 陽 万 寿 宮
Ayurbarwada聖 旨(jarHγ)碑.察 牢 倉Caγan-jangに て.(陳 西 省 周 屋 県)







漢 文:趙 魎 『石 墨 鍋 華 」;Bo6poBHHKoB,30-50;Chavannes,痂∫6吻`加5
V,422-426;Chavannes,1904b,81-82;薦40-41;長田24-30;察 録64。,
66;中 野145-157;30rpaΦ,97-99;道略743.
6.ト ラ の 年(延 祐 元 年 甲 寅,西 暦1314)7月28日,彰 徳 路 安 陽 県 善 応 儲 祥






漢 文:「 安 陽 金 石 録 」;Chavannes,痂56rψ'ゴoπ5,IX,407-408;爲41-42;
票 録65。,67;30rpaΦ,99-101.
7.ト ラ の 年(延 祐 元 年 甲 寅,西 暦1314)7月28日,蟄 屋 重 陽 万 寿 宮 孫 徳





漢 文:察 録66。,68;武 樹 善 『陳 西 金 石 志 』28/12b-13b;道略742-743.
8.ウ マ の 年(延 祐5年 戊 午,西 暦1318)4月23日.部 陽 県 光 国 寺Ayur-





票 録72。,75;『陳 西 金 石 志 』28/15a.b.
9.ト リの 年(至 治 元 年 辛 酉,西 暦1321)10月15日,溶 県 天 寧 寺Kundga'
blogrosrgyalmtshandpalbzangPo法 旨(hua一}i)碑.大 都 に て.(河
南 省 溶 県)
研 究:常 風 玄/照 那 斯 図506-511.
漢 文:熊 象 階 『溶 県 金 石 録 」;Chavannes,痂507ゴ餌o駕IX,410-413;薦
52-53;票録740,77。
10.ト リの 年(至 治 元 年 辛 酉,西 暦1321)11月初10日,易 州 龍 興 観Dagi皇





11.元 統 三 年 ブ タ の 年(乙 亥,西 暦1335)7月14日,郷 県 繹 山 仙 人 宮Toγon-




12.至 元 ご 年 ネ ズ ミ の 年(丙 子,西 暦1336)7月12日,許 昌 県 天 宝 宮Toγon-
Tern世 聖 旨(jarliγ)碑.上 都 に て.(河 南 省 許 昌 県)
拓 影:照 那 斯 図 ・道 布,挿 図.
研 究:照 那 斯 図.道 布,49-54.
漢 文:同 上
13.至 正 十 一 年 ウ サ ギ の 年(辛 卯,西 暦1351)2月28日,蟄 屋 重 陽 万 寿 宮





漢 文:票 録89。,93;道 略808.
豆 す でに釈読 が試 み られた 白話風漢 文対訳 を伴 なわないパ スパ文字 蒙古文命
令文7件
1.至 元 〔K〕拾年(癸 未,西 暦1283)4月23日に執照,永 寿県呉 山寺 あて





2.ウ シの年(至 元26年乙丑,西 暦1289)6月30日,浬州水泉寺Qubilai聖
旨(jarliγ)碑.上都にて.(甘 粛省 浬川県)
拓影:票1986a,243.
移録:張 維 『朧右 金石録』5.
研究:藝1986a,231-243.
3.ウ サギの年(大 徳7年 癸 卯,西 暦1303)3月29日,河東延詐寺S6se令
旨(tige)碑.大都 にて.(山 西 省茜城県磨澗村)
拓影:察1986b,2-3の間.
研究:票1986b,45-56.
4.ヘ ビの年(大 徳9年 乙未,西 暦1305)9月30,チベ ッ トZa-lu寺あて
ソ ソ




5.西 暦1312～1317年 の 間 の い つ か.広 東 曲 江 南 華 禅 寺 あ てAyurbar一
(28)
wada聖 冒(jarHγ)原物.褄 装 ミスに よ り末尾 を欠 く.(広東 曲江南華寺)
写真:照 那斯 図,230-231.
研究:照 那斯図,221-232.
6.西 暦1312～1317年の間のい くつか。 円覚寺 あてAyurbarwada聖旨




7.至 正二年(壬 午,西 暦1342)月日を欠 く,成 都青羊宮Toγon-Tem倣聖
旨(jarliγ)碑.発令 地を欠 く.(四川省成 都市四川省 博物 館)
拓影:韓124.
研 究:韓123-135;Ligeti1972a,73-76.








察 美 彪,『 元 代 白 話 碑 集 録 』 北 京,科 学 出 版 社,1955.[察 録]
,「 浬 州 水 泉 寺 碑 訳 釈 」 『元 史 論 叢 』3輯,1986.[察1986a]
,「 河 東 延 柞 寺 碑 訳 釈 」 『蒙 古 史 研 究 』2輯,1986[察1986bコ
,「 元 氏 開 化 寺 碑 訳 釈 」 「考 古 』1988,9期[察1988]
常 風 玄,「 元 代 法 旨 碑 四 種 」 『中 国 民 族 関 係 史 研 究 』1984,501-524.(うち1321年 の 蒙 文
は 照 那 斯 図 訳,501-511).[常 風 玄/照 那 斯 図]
Chavannes,Ed.,Ihscriptionsetpiさcesdechancelleriech三noisesder6poquemongole,
コ「PV,1904,357-477;VI,1905,1-42;IX,1908,297-428.


















韓 儒 林,「 成 都 蒙 文 聖 旨 碑 考 釈 」 『弩 鷹 集 』(原 載Stud{aSericaH,成都1946,137-148),
南 京1982,123-135.
亦 鄭 真,「 読 一 二 七 六 年 龍 門 禺 王 廟 八 思 巴 字 令 旨 碑 」 「内 蒙 古 大 学 学 報 』1963,1期(「 蒙
古 史 研 究 論 文 選 集 』4,呼 和 活 特,1983),
,「 元 代 硬 訳 公 腰 文 体 」 『元 史 論 叢 』1輯,1982.164-178・
照 那 斯 図,「 南 華 寺 蔵 元 代 八 思 巴 字 蒙 古 語 聖 旨 的 復 原 与 考 釈 」 『申 国 語 言 学 報 』1983,1
期,221-232.







羅 常 培 ・薬 美 彪,『 八 思 巴 字 与 元 代 漢 語[資 料 彙 編]』 北 京,科 学 出 版 社,1959,
中 野 美 代 子,『 砂 漠 に 埋 も れ た 文 字 一 パ スパ の は な し』(塙 新 書38),東 京,塙 書 房,1971.
長 田 夏 樹,「 元 仁 宗 皇 帝 聖 旨 の 白 話 に 就 い て 」 『神 戸 外 大 論 叢 」1-1,1949,21-30.
OBoneHcKHVa,IM.A.,XaHa30noTo藍opAblToxTaMblmaKbnonbclくoMyKopoaK)
Hra営JIy1392-1393roAa,Ka3aH1850,1-72.
小 沢 重 男,「 山 西 省 交 城 県 石 壁 山 玄 中 寺 の 八 思 巴 文 字 蒙 古 語 碑 文 の 解 読 」 『東 京 外 国 語 大
































[補注コ 至正十六年(1356)丙申にあたる猴児年三月十六 日に大都 より真定路平山県天寧
万寿寺に出されたアユシリダラAyu§iridara〈skr.Ayur§ridharaの皇太子令旨に見え
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